
べ
き
重
点
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
民
間
が
主
導
的
な
役
割
を
担
う

こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
国
お
よ

び
地
方
公
共
団
体
が
、
公
正
な
競
争

の
促
進
等
、
民
間
の
活
力
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
等
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
二
〇
〇
一
年
に
は
、
Ｉ
Ｔ
基
本

法
に
基
づ
き
、
内
閣
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
本

部
が
設
置
さ
れ
、
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
イ
ン
フ
ラ
整
備
お
よ
び
競
争
政

策
、
電
子
商
取
引
ル
ー
ル
と
新
た
な

環
境
整
備
、
電
子
政
府
の
実
現
、
人

材
育
成
の
強
化
の
四
つ
を
重
点
政
策

分
野
と
す
る
、
日
本
初
の
Ｉ
Ｔ
戦
略

い
た
急
激
か
つ
大
幅
な
社
会
経
済
構

造
の
変
化
を
伴
う
Ｉ
Ｔ
革
命
に
適
確

に
対
応
し
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
を
形
成
す
る
と
い
っ
た

Ｉ
Ｔ
施
策
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推

進
す
べ
く
、
二
〇
〇
〇
年
に
Ｉ
Ｔ
基

本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
基
本
法
で
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
情
報
通
信
技
術
の
恵
沢
を
享
受

で
き
る
社
会
の
実
現
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
経
済
構
造
改
革
の
推
進
お
よ
び

産
業
国
際
競
争
力
の
強
化
な
ど
、
日

本
が
目
指
す
べ
き
高
度
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
像
の
基
本
理
念
が

掲
げ
ら
れ
、
政
府
が
迅
速
に
講
じ
る

　

菅
内
閣
が
看
板
政
策
と
し
て
掲
げ

る
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
が
、
二
〇

二
一
年
五
月
一
二
日
、
参
議
院
本
会

議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
と
は
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
、
デ
ジ
タ

ル
庁
設
置
法
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形

成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
整
備
法
」
と
い
う
）
お

よ
び
預
貯
金
口
座
の
登
録
・
管
理
に

関
連
す
る
法
律
等
を
総
称
す
る
も
の

で
す
。
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成

基
本
法
施
行
に
よ
り
、
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法

（
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
基
本
法
）
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。
本
稿
で
は
、
日
本
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
推
移
、
現
在

直
面
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
課
題
、
デ
ジ
タ

ル
改
革
関
連
法
の
概
要
と
信
用
業
務

に
与
え
る
影
響
を
概
説
し
ま
す
。

１　
Ｉ
Ｔ
基
本
法
か
ら
の
流

れ
（
図
表
１
）

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
日
本
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
が
主
要
国

の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
Ｉ
Ｔ
浸
透
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｔ
活
用
を

推
進
し
、
世
界
的
規
模
で
進
行
し
て

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
を
機
に
考
え
る 

Ｄ
Ｘ
と
信
用
事
業

①
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
の
概
要
と
信
用
事
業

集
特

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
の
法
案
が
成
立
し
た
。
関
連
法
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
、

個
人
情
報
保
護
法
な
ど
関
連
法
の
統
合
、
行
政
手
続
の
押
印
の
廃
止
等
に
関
す

る
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
整
備
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
預
貯
金
口
座
紐
付
け
、
地
方

自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
と
政
府
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
な
ど
の
分
野
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
信
用
事
業
の
実
務
に
影
響
の
あ
る
項
目
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
全
体
像
を
ぜ
ひ
掴
ん
で
お
き
た
い
。

西村あさひ法律事務所
弁護士　松本 絢子

2005 年弁護士登録、2013 年ニューヨーク州弁護士登録。
国内外のＭ＆Ａのほか、コーポレートガバナンス、情報
管理（個人情報や営業秘密、知財、DX等）、ブランド戦
略、保険等に関連する企業法務一般を幅広く扱う。

弁護士　森 千彦
2018 年弁護士登録。国内外のＭ＆Ａや組織再編のほか、
企業法務一般を幅広く取り扱う。
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け
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
手
段

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
利
用

し
て
こ
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ
一
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
ぜ
、
今
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が

注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
主
な
理
由
の
一
つ
に
少
子
高
齢

化
に
よ
る
労
働
者
不
足
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
わ
が
国
の
人
口
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
一
億
人
を
下
回
る
時
代
も

到
来
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
人

口
が
相
対
的
に
減
少
す
る
こ
と
で
、

働
き
手
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
状

況
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

で
、
利
用
の
履
歴
を
容
易
に
確
認
で

き
た
り
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
つ
な
げ

た
り
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
紙
等
の

運
搬
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
海
外
で
は
、
す
で
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
広
く
浸
透
し
て
い
る
国

も
多
く
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。

　
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
先
進

国
で
は
、
都
市
部
や
農
村
部
、
若
年

層
や
高
齢
者
層
と
い
っ
た
違
い
を
問

わ
ず
、
様
々
な
方
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
一
度
使
っ
て

み
れ
ば
、
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ

１　
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
！ 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
っ
て
何
？

　「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」
と
い

う
言
葉
は
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
も
「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
」
は
度
々
登
場
し
ま
す

し
、
政
府
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
」
や
「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
も
あ
り
、
実
際
に

使
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
っ
て
何
？

と
聞
か
れ
る
と
、
ど
う
答
え
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会

（
以
下
、「
当
協
議
会
」
と
い
う
）
で

は
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
を
「
物

理
的
な
現
金
（
紙
幣
・
硬
貨
等
）
で

は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
価
値

の
移
転
を
通
じ
て
活
動
で
き
る
状

態
」
と
定
義
づ
け
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
手

形
や
小
切
手
と
い
っ
た
紙
媒
体
に
よ

る
支
払
い
は
、
当
協
議
会
の
定
義
で

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
を
機
に
考
え
る 

Ｄ
Ｘ
と
信
用
事
業

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
学
ぼ
う

集
特

い
ま
や
日
常
的
に
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」。
そ
の
定

義
は
何
か
。個
人
・
店
舗
・
企
業
の
目
線
で
、使
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
は
ど
う
か
。
日
常
業
務
の
中
で
、
組
合
員
・
利
用
者
か
ら
聞
か
れ
た
時
に
、

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。

一般社団法人キャッシュレス推進協議会 
事務局長／常務理事　福田 好郎
慶応義塾大学卒業後、国家公務員、野
村総合研究所を経て、2007 年にＮＴ
Ｔデータ経営研究所入社。決済領域や
オープンＡＰＩなど金融分野を担当す
るコンサルタントとして活躍する。
2017 年から現職。
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証
明
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
契

約
書
の
成
立
の
真
正
（
そ
の
契
約
書

が
作
成
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
作
成

さ
れ
た
こ
と
）
を
証
明
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
契
約
書
上
に
作
成
者
本
人
の
押
印

が
あ
れ
ば
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限

り
、
そ
の
契
約
書
の
成
立
の
真
正
が

推
定
さ
れ
、
後
日
、
紛
争
が
生
じ
て

も
、
契
約
書
の
成
立
の
真
正
を
証
明

す
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
従
前
よ
り
、
各
種
の
契
約
書

や
提
出
を
受
け
る
書
面
に
つ
い
て
、

顧
客
の
押
印
を
求
め
る
実
務
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

手
続
き
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
顧
客

利
便
と
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必

要
が
あ
る
」（
生
保
）、「
保
険
種
目
に

よ
り
、
必
要
な
手
続
き
や
書
類
が
異

な
っ
て
お
り
、多
様
な
各
関
係
者
（
契

約
者
・
保
険
会
社
・
代
理
店
に
加
え

て
、
被
害
者
や
修
理
業
者
等
）
か
ら

の
様
々
な
書
類
が
必
要
と
な
る
と
い

っ
た
特
徴
も
あ
り
、
手
続
等
の
特
性

に
応
じ
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
」（
損

保
）
等
の
指
摘
が
あ
る
。

２　
押
印
を
用
い
な
い
契
約

の
法
的
問
題
点

⑴
　
契
約
書
の
成
立
の
真
正

　
契
約
書
に
よ
っ
て
契
約
の
成
立
を

１　

金
融
業
界
に
お
け
る 

書
面
・
押
印
・
対
面
手

続
の
見
直
し
の
動
き

　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
、
官
民

一
体
と
な
り
、
書
面
・
押
印
・
対
面

手
続
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
金
融
業
界
で
は
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
た
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、
令

和
二
年
一
二
月
二
五
日
付
で
「
書

面
・
押
印
・
対
面
手
続
の
見
直
し
に

向
け
た
論
点
整
理
」（
以
下
、「
論
点

整
理
」
と
い
う
）
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
論
点
整
理
で
は
、
預
金
取
扱
金
融

機
関
・
証
券
・
保
険
の
各
業
態
に
お

け
る
見
直
し
に
向
け
た
課
題
や
対
応

策
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
預
金

取
扱
金
融
機
関
に
関
す
る
概
略
は
図

表
の
と
お
り
で
す
（
注
１
）。
銀
行
業

界
を
中
心
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
預
金
取
扱
金
融
機
関
に
お
い

て
基
本
的
に
共
通
す
る
も
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
そ
の
規
模
や
顧
客
層
、

業
界
の
在
り
方
は
様
々
で
す
の
で
、

そ
れ
ら
の
特
性
に
応
じ
た
見
直
し
が

進
め
ら
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
証
券
や
保
険
の
業
態
で
は
、

「
意
向
把
握
や
重
要
事
項
説
明
と
い
っ

た
顧
客
と
の
間
で
十
分
な
情
報
の
や

り
取
り
が
必
要
と
な
る
局
面
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
を
機
に
考
え
る 

Ｄ
Ｘ
と
信
用
事
業

③ 
書
面
・
押
印
・
対
面
手
続
の
見
直
し
と

　
　 
金
融
業
界
の
今
後

集
特

脱
ハ
ン
コ
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
大
手
銀
行
で
は
印
鑑
レ
ス

口
座
の
開
設
や
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
等
、
手
続
き

の
ス
ピ
ー
ド
化
と
コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
金
融
機
関
に
お

け
る
脱
ハ
ン
コ
の
現
状
や
、
法
的
問
題
点
を
知
り
、
近
い
未
来
を
考
え
る
。

河野・川村・曽我法律事務所
弁護士　古澤 陽介

2002 年東京大学法学部卒業。
2003 年弁護士登録（56 期・
東京弁護士会）、筑波大学法科
大学院非常勤講師、地方銀行
研修所講師
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を
ス
マ
ホ
上
で
提
供
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
　
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　

地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

有
望
な
応
用
分
野
と
し
て
、
例
え
ば

高
齢
化
対
応
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
金

融
機
関
は
今
後
、
来
店
そ
の
も
の
が

困
難
な
顧
客
へ
の
対
応
に
一
段
と
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

点
、
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
の
普
及
に
よ

り
、
高
齢
者
が
自
宅
に
い
な
が
ら
広

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
可
能
性
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
今

や
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
地

理
的
な
制
約
を
乗
り
越
え
、
日
本
中

の
人
々
、
さ
ら
に
は
地
球
の
反
対
側

に
い
る
人
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
量
の
デ
ー
タ

処
理
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
を
細
か
く
分
析
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
顧
客
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

　

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
地
域
創
生
は

い
ず
れ
も
、
日
本
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
根
底
で
重
な
り
合

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
協
同
組
織

金
融
機
関
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取

り
組
む
う
え
で
、
地
域
に
お
け
る
中

核
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

一
口
に
「
協
同
組
織
金
融
機
関
に

と
っ
て
の
Ｄ
Ｘ
」
と
い
っ
て
も
、
そ

の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

大
き
く
「
協
同
組
織
金
融
機
関
自
身

の
Ｄ
Ｘ
」
と
「
地
域
経
済
の
Ｄ
Ｘ
」

の
二
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

１　
協
同
組
織
金
融
機
関
自

身
の
Ｄ
Ｘ

⑴
　
デ
ジ
タ
ル
化
が
広
げ
る
金

融
の
可
能
性

　

ま
ず
、
金
融
機
関
自
身
の
Ｄ
Ｘ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
通
じ
て
、

金
融
機
関
が
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
業
務
や
経
営
の
効
率
化
を
実
現
し

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
を
機
に
考
え
る 

Ｄ
Ｘ
と
信
用
事
業

④ 
協
同
組
織
金
融
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
・

　
　 
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は

集
特

地
域
金
融
機
関
の
経
営
環
境
は
、
人
口
の
減
少
や
超
低
金
利
の
継
続
、
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
業
者
の
台
頭
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
地
域
密
着
型
の
協
同
組

織
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、多
様
な
利
用
者
に
と
っ
て
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
促
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。利
用
者
に
利
便
性
が
も
た
ら
さ
れ
、

か
つ
、
協
同
組
織
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
新
た
な
収
益
機
会
が
生
ま
れ
る
Ｄ
Ｘ

と
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
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「デジタル通貨フォーラム」座長

山岡 浩巳
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